
『
文
鏡
秘
府
論
』
所
収
『
詩
格
』
に
お
け
る
「
水
中
の
日
月
」
と 

王
昌
齢
の
創
作
理
論

―
―　

空
と
し
て
の
「
水
月
」
か
ら
、
定
と
し
て
の
「
水
中
の
日
月
」
へ　

―
―

江
　
　
藤
　
　
高
　
　
志

一　

緒
言

　
『
文
鏡
秘
府
論
』
は
、
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
が
唐
よ

り
帰
国
し
た
大
同
元
年（
八
〇
六
）か
ら
弘
仁
二
十
一
年（
八
二
〇
）

ま
で
に
編
纂
し
た
詩
文
創
作
の
た
め
の
作
法
書
で
、盛
唐（
七
一
三

～
七
六
五
）
ま
で
の
中
国
の
様
々
な
文
献
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、
盛
唐
の
文
人
で
あ

る
王
昌
齢
（
六
九
八
～
七
五
五
？
）
の
撰
と
さ
れ
る
『
詩
格
』

で
あ
る
。
こ
の
詩
文
創
作
の
た
め
の
作
法
書
で
は
、
次
の
よ
う

な
風
景
描
写
に
関
す
る
創
作
理
論
が
述
べ
ら
れ
、
暗
示
的
な
比

喩
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

其
會
題
目
、
山
林
日󠄂
　

⺼󠄃
風
景
爲
眞
、
以
歌
詠
之
。
犹
如
水

中
見
日󠄂
⺼󠄃
、
文
章
是
景
、
物
色
是
本
、
照
之
須
了
見
其
象

也
。

　（
其
の
題
目
に
会
し
て
、
山
林
日
月
風
景
を
真
と
為
し
、
以
て

之
を
歌
詠
す
。
猶
ほ
水
中
に
日
月
を
見
る
が
ご
と
く
、
文
章
は

（
キ
ー
ワ
ー
ド
）　

創
作
理
論　

平
安
時
代　

水
中
月　

北
宗
禅　

空
海
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是
れ
景
、
物
色
は
是
れ
本
な
り
、
之
を
照
ら
す
こ
と
須

す
べ
か
らく

了あ
き

ら

か
に
其
の
象
を
見
る
が
ご
と
く
す
べ
き
な
り
）

　
　
　

盛
唐
・
王
昌
齢
『
詩
格
』

（
空
海
『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
、
論
文
意
）

こ
こ
で
は
、
傍
線
で
示
し
た
箇
所
で
、「
山
林
日
月
風
景
」
と

い
う
物
色
を
「
真
」「
本
」
と
し
て
、
文
章
を
「
景
」
と
し
て

描
く
際
に
、「
猶
如
水
中
見
日
月
」
と
水
中
の
日
月
を
見
る
よ

う
に
し
て
、
そ
の
形
象
を
明
ら
か
に
し
て
描
く
べ
き
で
あ
る
と

い
う
心
得
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
大
空
に
浮

か
ぶ
日
月
で
は
な
く
て
水
中
の
日
月
を
見
る
よ
う
に
描
く
べ
き

か
と
い
う
理
由
は
語
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
当
時
の
文
人
間
に

お
い
て
「
水
中
の
日
月
」
に
対
す
る
共
通
認
識
が
あ
っ
た
た
め
、

解
説
が
取
り
立
て
て
必
要
な
か
っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
こ
の
「
水
中
の
日
月
」
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
意
図

が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
表
現
意
図
を
明
ら
か

に
し
、
著
者
と
さ
れ
る
王
昌
齢
の
風
景
描
写
に
関
す
る
創
作
理

論
を
考
察
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

こ
の
「
水
中
の
日
月
」
に
関
す
る
考
察
と
し
て
、
小
西
甚
一

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

1
（

。

　
　

�

山
林
日󠄂
⺼󠄃
に
徹
し
た
の
が
眞
象
で
あ
り
、
詩
に
表
現
さ
れ

た
の
は
恰
も
そ
れ
を
水
鏡
に
映
し
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
。

詩
の
日󠄂
⺼󠄃
が
燦
然
と
輝
く
の
は
、
眞
の
日󠄂
⺼󠄃
に
存
す
る
光

を
我
が
も
の
と
し
き
つ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
そ
の

眞
象
を
如
實
に
把
握
す
る
途
は
ど
う
か
。
詩
の
山
林
を
水

に
映
つ
た
山
林
と
す
る
と
き
、
そ
の
映
像
が
眞
の
山
林
と

同だ
う

じ
き
る
た
め
に
は
、
水
自
體
が
完
全
な
靜
澄
な
境
に
あ

る
こ
と
を
要
す
る
。
微󠄄
か
な
波
動
に
も
水
中
は
歪
め
ら
れ

る
。
い
ま
、
そ
の
水
を
心
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
昌
齡
が
さ

き
の
條
で
「
安
神
淨
意
」
を
提
示
し
た
の
と
、
鮮
や
か
に

照
應
す
る
。
景
物
を
把
握
す
る
に
は
、
必
ず
神こ

こ
ろを

安
く
慮

お
も
ひ

を
淨
く
す
べ
き
で
あ
つ
て
、
そ
の
際
、
心
に
少
し
の
曇
り

も
亂
れ
も
あ
つ
て
は
な
ら
ず
、
眞
の
止
水
と
な
つ
て
ゐ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
單
な
る
消
極
的
靜
澄
と
は

違
ふ
。
昌
齡
は
ま
た
「
以
レ
心
擊
レ
之
、
深
穿
二
其
境
一
」

と
述
べ
て
ゐ
る
。
心
を
對
象
に
凝
集
し
、
閒
髮
を
容
れ
ぬ

威
合
に
よ
つ
て
、
憂
然
と
擊
ち
去
る
の
で
あ
る
。
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（
振
り
仮
名
は
原
文
に
拠
る
）

こ
の
論
で
は
、
水
を
「
清
澄
な
境
」
で
あ
る
と
解
し
て
、「
心
」

の
象
徴
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
真
の
山
林
日
月
の
真

象
に
近
づ
く
た
め
に
は
、
心
を
静
め
た
止
水
の
状
態
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
、
日
月
の
輝
き
に
よ
っ
て
我
が
も
の
と
し
た
こ
と

が
わ
か
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
解
釈
の
根
拠
と
な
る
出
典

は
明
か
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、「
南
巻
に
引
か
れ
た
『
詩
格
』

は
、
六
朝
こ
の
か
た
の
修
飾
主
義
と
そ
れ
へ
の
反
動
と
し
て
初

唐
（
六
一
八
～
七
一
二
）
に
お
こ
っ
た
達
意
主
義
と
の
対
立
を

経
た
あ
と
、
真
意
と
格
調
と
言
辞
と
が
仏
教
で
い
う
止
観
の
よ

う
な
立
場
で
融
合
さ
れ
た
中
唐
期
詩
論
の
精
髄
」
と
し
て
、
こ

の
南
巻
『
詩
格
』
の
創
作
理
論
と
仏
教
思
想
と
の
関
わ
り
を
示

唆
し
て
い
る（

2
（

。

　

次
に
興
膳
宏
は
「
水
中
の
日
月
」
を
仏
教
に
お
け
る
「
水
月
」

に
由
来
す
る
と
み
な
し
て
、
次
の
よ
う
に
注
釈
し
た（

（
（

。

　
　

�「
水
月
」
あ
る
い
は
「
水
中
月
」
は
、
仏
家
に
お
い
て
は

本
来
種
々
の
事
象
の
実
体
の
な
い
こ
と
を
喩
え
る
。『
智

度
論
』
巻
六
（
大
正
蔵
二
十
五
・
一
〇
二
ｂ
）
に
、「
水
中

の
月
の
如
き
者
は
、
月
は
実ま

こ
とに

虚
空
中
に
在
る
に
、
影
は

水
に
現
は
る
。
…
…
復ま

た
次
に
小
児
の
如
き
は
、
水
中
の

月
を
見
て
歓
喜
し
て
取
ら
ん
と
欲
す
。
大
人
は
之
を
見
れ

ば
則
ち
笑
ふ
。
無
智
の
人
も
亦
た
是か

く
の
如
し
」
と
あ
る
。

（
振
り
仮
名
は
原
文
に
拠
る
）

『
智
度
論
』
は
、
龍
樹
の
『
大
智
度
論
（
摩
訶
般
若
釈
論
）』
の

略
称
で
、
初
期
大
乗
経
典
で
あ
る
『
大
品
般
若
経
』
の
逐
条
解

釈
書
で
あ
り
、後
秦（
三
八
四
～
四
一
七
）の
鳩
摩
羅
什（
三
四
四

～
四
一
三
ま
た
は
三
五
〇
～
四
〇
九
）
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
。

ま
た
、
彼
に
よ
る
語
釈
な
ど
の
増
補
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、「
水
月
」
を
、
小
児
と
同
様
に
無

智
の
人
が
自
分
の
も
の
と
み
な
そ
う
と
す
る
け
れ
ど
も
、
実
体

の
な
い
妄
想
の
象
徴
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
水
月
」

を
妄
想
の
象
徴
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、『
詩
格
』
で
は
「
之

を
照
ら
す
こ
と
須
く
了
ら
か
に
其
の
象
を
見
る
が
ご
と
く
す
べ

き
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
水
月
」
に
よ
っ
て
描
写
対
象
の

― （ ―



模
範
を
示
す
主
張
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
よ
っ
て
、「
水
月
」
に
対

し
て
妄
想
の
意
と
は
異
な
る
別
解
釈
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

蘆
盛
江
は
、
先
の
『
大
智
度
論
』
の
用
例
以
外
に
、
仏
性
と

し
て
の
用
例
も
加
え
て
注
釈
し
て
い
る
の
で
次
に
挙
げ
る（

（
（

。

　
〔
僧
問
〕「
應
物
現
形
如
水
中
⺼󠄃
、
如
何
是
⺼󠄃
」
師
提
起
佛
子
。

（〔
僧
問
ふ
〕「
物
に
応
じ
て
形
を
現
す
に
水
中
の
月
の
ご
と
き
、

如
何
が
是
の
月
な
る
」
師
、
仏
子
を
提
起
す
）

南
宋
・
大
川
普
済
『
五
灯
会
元
』
巻
八
、
詳
禅
師

　
『
五ご

灯と
う

会え

元げ
ん

』
は
、
南
宋
（
一
一
二
七
～
一
二
七
九
）
の
臨

済
宗
の
大だ

い

川せ
ん

普ふ

済さ
い

（
一
一
七
九
～
一
二
五
三
）
が
五
つ
の
禅
宗

灯
史
を
集
大
成
し
、
南
宋
禅
の
五
家
と
臨
済
宗
の
二
宗
を
合
わ

せ
た
五
家
七
宗
を
取
り
あ
げ
た
中
国
禅
宗
の
通
史
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、「
水
中
の
月
」
を
「
仏
子
」
の
象
徴
で
あ
る
と
し
、

仏
性
と
し
て
解
説
し
て
い
る
。
こ
の
出
典
が
提
示
さ
れ
た
理
由

は
述
べ
ら
れ
て
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
水
中
の
月
」
に
仏
性
を

見
出
す
用
法
は
、『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
を
理
解
す
る

上
で
大
切
な
手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
日
本
に
お
け
る
「
水
中
の
月
」
の
受
容
に
関
す
る
先

行
研
究
と
し
て
、
小
林
真
由
美
は
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
み

ら
れ
る
「
水
中
の
月
」
が
、
隋
（
五
八
一
～
六
一
七
）
の
天
台

智
顗
（
五
三
八
～
五
九
七
）
の
『
法
華
玄
義
（
妙
法
蓮
華
経
玄

義
）』
に
基
づ
い
た
「
感
応
」
の
表
現
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る（

（
（

。
ま
ず
、『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
の
該
当
箇
所
を
次
に

挙
げ
る
。

　
　

�

諸
佛
如
來
之
本
願
大
悲
⺼󠄃
現
衆
生
心
想
水
中
、
如
虛
谷
之

〔
響
如
〕、
鏡
中
之
像
。

（
諸
仏
如
来
の
本
願
大
悲
の
月
は
、
衆
生
の
心
想
の
水
の
中
に

現
る
。
虚
谷
の
〔
響
の
ご
と
し
〕。
鏡
中
の
像
の
ご
と
し
）

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』

『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
は
、
編
者
未
詳
で
八
世
紀
前
後
に
成
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
九
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た

『
文
鏡
秘
府
論
』
と
近
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

― （ ―



月
が
実
際
の
水
面
に
映
る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
「
心
想
の
水
」

に
現
れ
る
と
し
て
お
り
、「
虚
谷
の
響
き
」「
鏡
中
の
像
」
が
同

種
の
例
え
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
続
い
て
「
水
中
の
月
」

に
関
し
て
、『
法
華
玄
義
』
の
例
を
次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

水
不
上
升
⺼󠄃
不
下
降󠄃
。
一
⺼󠄃
一
時
普
現
衆
水
。
諸
佛
不
來

衆
生
不
往
。
慈󠄄
善
根
力
、
見
如
此
事
。
故
名
感
應
妙
。

（
水
も
上
升
せ
ず
月
も
下
降󠄃
せ
ず
し
て
、
一
月
、
一
時
に
普あ

ま
ねく

衆
水
に
現
ず
。
諸
仏
も
来
ら
ず
衆
生
も
往
か
ず
。
慈󠄄
善
根
の
力
、

此
の
ご
と
き
の
事
を
見
る
。
故
に
感
応
妙
と
名
づ
く
）

　
　
　

�

隋
・
智
顗
『
法
華
玄
義
』
巻
第
二
上

（
大
正
蔵
三
十
三
・
六
九
七
下
）

　

小
林
真
由
美
は
、
こ
の
箇
所
の
「
水
中
月
」
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　

�

水
が
天
に
上
る
の
で
も
、
月
が
降󠄃
り
て
来
る
の
で
も
な
く

し
て
、
た
だ
一
つ
の
月
が
、
地
上
に
あ
る
無
数
の
水
面
に

同
時
に
現
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
、
諸
仏
が
こ
の
世
に
来
る

の
で
は
な
く
、
衆
生
が
仏
の
も
と
に
行
く
わ
け
で
も
な
い

の
に
、
慈󠄄
善
根
の
力
に
よ
っ
て
仏
と
衆
生
の
間
に
、
天
の

月
と
水
に
映
る
月
の
関
係
の
よ
う
な
現
象
が
現
れ
る
の
で

あ
る
と
い
う
。『
法
華
玄
義
』
の
十
妙
の
第
六
「
感
応
妙
」

に
つ
い
て
説
く
文
で
あ
る
。

　
　

�　

仏
典
語
の
「
感
応
」
と
は
、
仏
が
衆
生
の
機
に
応
じ
、

互
い
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、相
交
流
す
る
こ
と
を
い
う
。「
感

応
道
交
」
と
も
い
う
。『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
３
行
目
の
、

「
諸
仏
如
来
ノ
本
願
大
悲
ノ
月
ハ
、
衆
生
ノ
心
想
ノ
水
ノ

中
ニ
現
ル
」
は
、
如
来
の
本
願
大
悲
を
月
に
喩
え
、
衆
生

の
心
を
地
上
の
水
に
喩
え
、
仏
が
衆
生
の
心
に
感
応
す
る

さ
ま
を
、
天
空
の
月
が
地
上
の
水
面
に
映
る
さ
ま
に
譬
え

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
感
応
」
と
し
て
の
用
法
は
、『
詩
格
』
の
用

法
と
異
な
る
け
れ
ど
も
、
月
が
映
る
水
面
を
「
心
想
の
水
」「
衆

水
」
の
よ
う
に
、
万
象
を
映
し
出
す
「
心
水
」
と
し
て
と
ら
え

る
仏
教
思
想
は
重
要
で
あ
り
、
心
を
水
と
と
ら
え
る
先
の
小
西

― （ ―



甚
一
の
解
釈
と
重
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
、『
詩
格
』
に
お
け
る
「
水
中
の
日
月
」

の
表
現
に
は
、
仏
教
思
想
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
、
初
期
・

中
期
の
仏
典
に
み
え
る
実
体
の
な
い
象
徴
だ
け
で
と
ら
え
る
の

で
は
な
く
、
心
水
な
ど
の
他
の
象
徴
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、『
詩
格
』
の
著
者
と
さ
れ
る

王
昌
齢
を
取
り
巻
く
仏
教
の
あ
り
方
も
考
慮
す
る
た
め
に
、
後

期
仏
教
の
経
典
及
び
隋
唐
時
代
に
翻
訳
さ
れ
た
経
典
ま
で
広
げ

て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
王
昌
齢
が
生
き
た
盛
唐
は
、
北
宗

禅
と
文
人
と
が
結
び
つ
き
を
深
め
た
時
期
で
、
彼
の
五
言
古
詩

に
は
北
宗
禅
が
主
張
す
る
「
対
境
無
心
」
の
観
照
方
法
の
影
響

が
み
ら
れ
る
と
華
士
奎
が
指
摘
す
る（

（
（

。
筆
者
も
空
海
の
詩
文
に

お
け
る
「
境
」
の
表
現
が
、
北
宗
禅
の
影
響
を
受
け
た
『
詩
格
』

の
文
学
理
念
及
び
唯
識
説
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
を
か
つ
て
論
じ

た（
（
（

。
そ
れ
と
同
様
に
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
「
水
中
の
日
月
」
も
、

北
宗
禅
を
中
心
と
し
た
仏
教
思
想
に
基
づ
い
た
創
作
理
論
で
あ

る
と
想
定
し
て
い
る（

（
（

。

　

よ
っ
て
、
本
稿
は
、『
詩
格
』
に
お
け
る
「
水
中
の
日
月
」

の
表
現
意
図
を
考
察
す
る
た
め
に
、
仏
教
思
想
に
お
け
る
「
水

月
」
の
様
々
な
用
法
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
典
拠
の
含

意
か
ら
『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
と
の
つ
な
が
り
を
考
察

し
、
そ
の
表
現
意
図
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
の
方
法
と
し
て
、
第
二
節
で
は
『
詩
格
』
の
文
脈
を
確
認
し

た
上
で
、
中
観
派
を
中
心
と
す
る
経
典
を
取
り
上
げ
、
十
喩
と

し
て
の
「
水
中
の
月
」
を
検
討
し
、
第
三
節
で
は
瑜
伽
行
派
及

び
東
山
法
門
か
ら
北
宗
禅
と
関
係
す
る
経
典
類
を
取
り
上
げ
、「
心

水
」
と
し
て
の
「
水
中
の
月
」
を
検
討
し
、
第
四
節
で
は
王
昌

齢
を
中
心
と
す
る
文
人
達
と
北
宗
禅
の
門
下
と
の
関
係
性
を
確

認
し
て
ゆ
く
。

二�　
『
詩
格
』
に
お
け
る
「
水
中
之
日
月
」
と�

十
喩
と
し
て
の
「
水
中
の
月
」

　

こ
の
章
で
は
、『
詩
格
』
か
ら
「
水
中
の
日
月
」
が
述
べ
ら

れ
る
箇
所
を
取
り
上
げ
、
そ
の
表
現
意
図
を
分
析
し
、
さ
ら
に

北
宗
禅
を
扱
う
灯
史
を
通
し
て
考
察
す
る
。
次
に
中
観
派
を
中

心
と
す
る
経
典
に
み
え
る
「
水
中
の
月
」
の
用
法
を
分
析
し
て
、

『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
、
そ
の
表

― （ ―



現
意
図
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
。

　

最
初
に
、『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
に
引
用
さ
れ
て
い
る
王
昌

齢
の
『
詩
格
』
か
ら
、「
水
中
の
日
月
」
の
表
現
が
使
わ
れ
て

い
る
箇
所
を
挙
げ
て
分
析
す
る
。

　
　

�

夫
置
意
作
詩
、
卽
須
凝
心
、
目
擊
其
物
。
便
以
心
擊
之
、

深
穿
其
境
。
如
登
高
山
絕
頂
、
下
臨
萬󠄄
象
、
如
在
掌
中
、

以
此
見
象
、
心
中
了
見
。
當
此
卽
用
、
如
無
有
不
似
。
仍

以
律
調
之
定
、
然
後
書
之
於
紙
。
其
會
題
目
、
山
林
日󠄂
⺼󠄃

風
景
爲
眞
、
以
歌
詠
之
。
犹
如
水
中
見
日󠄂
⺼󠄃
、
文
章
是
景
、

物
色
是
本
、
照
之
須
了
見
其
象
也
。

（
夫
れ
意
を
置
き
て
詩
を
作
る
に
は
、即
ち
須

す
べ
か
らく

心
を
凝
ら
し
て
、

其
の
物
を
目
撃
す
べ
し
。
便
ち
心
を
以
て
之
を
撃
ち
、
深
く
其

の
境
を
穿
つ
。
高
山
の
絶
頂
に
登
る
が
ご
と
く
、
下
に
万
象
を

臨
み
て
、
掌
中
に
在
る
が
ご
と
く
し
、
此
を
以
て
象
を
見
れ
ば
、

心
中
に
了あ

き

ら
か
に
見
る
。
此
に
当
り
て
即
ち
用
ふ
れ
ば
、
似
ざ

る
こ
と
有
る
無
き
が
ご
と
し
。
仍
り
て
律
を
以
て
之
を
調
へ
て

定
め
、
然
る
後
に
之
を
紙
に
書
く
。
其
の
題
目
に
会
し
て
、
山

林
日
月
風
景
を
真
と
為
し
、
以
て
之
を
歌
詠
す
。
猶
ほ
水
中
に

日
月
を
見
る
が
ご
と
く
、
文
章
は
是
れ
景
、
物
色
は
是
れ
本
な

り
、
之
を
照
ら
す
こ
と
須
く
了
ら
か
に
其
の
象
を
見
る
が
ご
と

く
す
べ
き
な
り
）�

　
　
　

�

盛
唐
・
王
昌
齢
『
詩
格
』

（
空
海
『
文
鏡
秘
府
論
』
南
巻
、
論
文
意
）

い
っ
た
い
意
を
設
け
て
詩
を
作
る
に
は
、
心
を
凝
ら
し
な
が
ら
、

対
象
物
を
ひ
と
め
で
と
ら
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、

心
に
よ
っ
て
対
象
に
あ
た
り
、
心
に
立
ち
上
が
る
境
に
お
い
て

深
く
掘
り
下
げ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
高
山
の
険
し
い
頂
に
登

る
よ
う
に
、
全
て
の
も
の
を
見
下
ろ
し
、
手
の
ひ
ら
に
載
せ
る

か
の
よ
う
に
、
こ
の
心
持
ち
で
対
象
を
見
れ
ば
、
心
に
お
い
て

見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
取
り
組
め
ば
、

真
に
迫
る
形
象
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
声
律
を
整
え
、
つ
い

で
紙
に
書
き
つ
け
る
。
そ
の
時
の
主
題
に
合
わ
せ
て
、
山
林
日

月
の
風
光
を
そ
の
ま
ま
に
、
こ
れ
を
詠
み
歌
う
。
ち
ょ
う
ど
心

水
に
映
る
日
月
を
見
る
か
の
よ
う
に
、
文
章
は
心
に
映
し
出
さ

れ
る
光
景
で
あ
り
、
元
の
自
然
は
実
像
で
あ
る
。
対
象
を
映
し

― （ ―



出
す
に
は
、
そ
の
対
象
を
見
極
め
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　

前
半
部
の
主
張
で
は
、
作
詩
に
際
し
て
、
対
象
を
直
に
観
察

す
る
の
で
は
な
く
、
心
に
よ
っ
て
対
象
を
と
ら
え
、
心
に
立
ち

上
が
る
境
に
お
い
て
対
象
を
見
極
め
れ
ば
真
に
迫
る
描
写
が
で

き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
境
」
は
仏
教
に
お
け
る
概
念
で
、

六
つ
の
認
識
器
官
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
耳
・
身
・
意
の
六
根
）

の
認
識
対
象
を
指
し
、「
境
界
」
と
も
い
う
。
よ
っ
て
、
そ
の

観
察
方
法
は
、
た
だ
眺
め
る
だ
け
で
は
な
く
、「
心
を
凝
ら
し

て
其
の
物
を
目
撃
す
べ
し
」「
心
を
以
て
之
を
撃
ち
」
と
あ
る

よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
心
を
通
し
て
対
象
を
観
察
す
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
心
を
通
し
て
対
象
を
と
ら
え
る
重
要
性
を
説
い

た
も
の
と
し
て
、
盛
唐
の
浄
覚
の
『
楞

り
ょ
う

伽が

師し

資じ

記き

』
に
初
唐
の

禅
師
で
あ
る
道
信
の
禅
法
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
挙

げ
る
。

　
　

�

守
一
不
移
者
。
以
此
空
淨
眼
注
意
看
一
物
、
無
閒
晝
夜
時
、

專
精
常
不
動
。
其
心
欲
馳
散
、
急
手
還󠄃
攝
來
、
以
繩
繫
鳥

足
、
欲
飛
還󠄃
掣
取
、
終
日󠄂
看
不
已
、
泯
然
心
自
定
。

（「
守
一
不
移
」
と
は
、
此
の
空
浄
の
眼
を
以
て
意
を
注そ

そ

ぎ
て
一

物
を
看
じ
、
昼
夜
の
時
を
間へ

だ

つ
る
こ
と
無
く
、
精
を
専
ら
に
し

て
常
に
不
動
な
り
。
其
の
心
馳ち

散さ
ん

せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
急き

ふ

手し
ゅ

し

て
還ま

た
摂
し
来
た
り
、
縄
を
以
て
鳥
足
を
繫つ

な

ぐ
が
ご
と
く
、
飛

ば
ん
と
欲
す
れ
ば
還ま

た
掣せ

い

取し
ゅ

し
、
終
日
看
じ
て
已や

ま
ざ
れ
ば
、

泯び
ん

然ぜ
ん

と
し
て
心
自お

の

ず
か
ら
定
ま
る
）盛

唐
・
浄
覚
『
楞
伽
師
資
記
』

『
楞
伽
師
資
記
』
は
、
達
摩
禅
師
か
ら
北
宗
禅
の
祖
で
あ
る
神

秀
の
門
下
に
至
る
禅
の
系
譜
を
著
し
た
灯
史
で
あ
る
。
著
者
の

浄
覚
（
六
八
三
～
？
）
は
、
中
宗
の
皇
后
で
あ
る
韋
夫
人
の
弟

で
あ
り
、
王
維
や
宰
相
と
な
っ
た
張
説
と
も
関
係
が
あ
る
出
家

し
た
人
物
で
あ
る
。
禅
師
の
道
信
は
、
達
摩
禅
師
か
ら
伝
灯
を

受
け
継
ぐ
禅
宗
四
祖
と
み
な
さ
れ
、
現
在
の
湖
北
省
に
あ
る
嵩す

う

山ざ
ん

で
修
業
生
活
を
送
っ
た
。
こ
こ
で
は
、「
守
一
不
移
」
と
呼

ば
れ
る
道
信
の
禅
法
の
特
徴
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
方
法

と
は
、
対
象
に
対
し
て
、
ひ
た
す
ら
集
中
し
て
空
浄
な
眼
で
観

― （ ―



察
す
る
こ
と
で
心
を
定
め
る
方
法
で
あ
る
。
そ
の
方
法
は
、『
詩

格
』
本
文
の
「
即
ち
須
く
心
を
凝
ら
し
て
、
其
の
物
を
目
撃
す

べ
し
」
と
い
う
姿
勢
と
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、「
目
撃
」

の
語
も
同
様
に
、
神
秀
の
『
観
心
論
』
に
も
使
わ
れ
て
い
る
の

で
、
次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

但
能
攝
心
內
照
、
覺
觀
常
朙
、
絕
三
毒
心
永
使
消
亡
、
閉

六
賊
門
不
令
侵
擾
、
自
然
恆
沙
功
德
、
種
種
莊󠄂
嚴
、
無
數

法
門
、
悉
皆
成
就
。
超
凢󠄁
證
垩
目
擊
非
遙
。

（
但
だ
能
く
心
を
摂
め
内
に
照
ら
し
、
覚
観
常
に
明
ら
か
に
し
、

三
毒
心
を
絶
ち
て
永と

こ
しへ

に
消
亡
せ
し
め
、
六
賊
門
を
閉
じ
て
侵

擾
せ
し
め
ず
し
て
の
み
、
自
然
に
恒
沙
の
功
徳
、
種
種
の
荘
厳
、

無
数
の
法
門
、
悉
く
皆
成
就
す
。
凡
を
超
え
聖
を
証
す
る
は
、

目
撃
に
し
て
遥
に
は
あ
ら
ず
）

初
唐
・
神
秀
『
観
心
論
』

『
観
心
論
』
は
、
神
秀
の
禅
法
を
説
く
綱
要
書
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
ひ
た
す
ら
心
を
静
め
て
、
そ
の
内
面
を
明
ら
か
に
照
ら

し
て
煩
悩
を
断
つ
こ
と
で
全
て
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
と
説
い
て

い
る
。
さ
ら
に
、
凡
夫
の
境
界
を
越
え
て
聖
な
る
境
地
を
悟
る

に
は
、
そ
の
場
で
実
際
に
見
る
の
で
あ
っ
て
、
遥
か
彼
方
か
ら

眺
め
る
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
実
際
に
対

象
と
向
き
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
が
、「
目
撃
」
の
語
に
込
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、「
目
撃
」
が
「
心
」
と

結
び
つ
い
て
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、『
詩
格
』
と
同
じ
で
あ
る
。

　

続
い
て
『
詩
格
』
の
本
文
に
は
、「
高
山
の
絶
頂
に
登
る
が

ご
と
く
、
下
に
万
象
を
臨
み
て
、
掌
中
に
在
る
が
ご
と
く
し
、

此
を
以
て
象
を
見
れ
ば
、
心
中
に
了
ら
か
に
見
る
」
と
心
中
で

自
在
に
観
察
す
る
と
あ
り
、
同
様
の
方
法
が
弘
忍
（
六
〇
一
～

六
七
四
）
の
坐
禅
の
瞑
想
法
に
あ
る
の
で
、
次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

澄
後
坐
時
、
狀
若󠄃
曠
野
澤
中
、
迥
處
獨
一
高
山
、
山
上
露

地
坐
、
四
顧
遠
看
、
無
有
邊
畔
。
坐
時
滿
世
界
寛󠄃
放
身
心
、

住
佛
境
界
。
淸
淨
法
身
、
無
有
邊
畔
。
其
狀
亦
如
是
。

（
澄
後
に
坐
す
る
時
、
そ
の
状
は
曠
野
沢
中
に
、
迥は

る

か
に
独
一

の
高
山
に
処お

り
、
山
上
の
露
地
に
坐
し
て
、
四
顧
し
て
遠
く
を

― 9 ―



看
る
に
、
辺
畔
有
る
こ
と
無
き
が
ご
と
く
な
ら
ん
。
坐
す
る
時

は
、
満
世
界
に
寛󠄃ゆ

る

や
か
に
身
心
を
放
ち
、
仏
境
界
に
住
せ
よ
。

清
浄
法
身
は
、
辺
畔
有
る
こ
と
無
し
。
其
の
状
も
亦
是
く
の
ご

と
し
）

盛
唐
・
浄
覚
『
楞
伽
師
資
記
』

こ
こ
で
は
、
心
が
落
ち
着
い
た
坐
禅
の
状
態
に
つ
い
て
、
高
山

の
頂
上
に
座
っ
て
四
方
を
眺
め
ま
わ
し
て
も
限
り
の
な
い
仏
の

境
地
を
指
し
、
自
身
の
心
も
そ
の
境
地
に
置
く
べ
き
こ
と
が
説

か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
先
の
『
詩
格
』
の
引
用
し
た
本
文
に

お
い
て
も
、
心
が
落
ち
着
い
た
瞑
想
の
状
態
を
表
現
し
た
も
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
弘
忍
は
、
禅
宗
四
祖
道
信
の
弟
子
で
、
五

祖
と
み
な
さ
れ
て
い
て
、
や
は
り
嵩
山
で
修
業
生
活
を
送
っ
た
。

そ
の
彼
か
ら
伝
灯
を
受
け
継
い
だ
弟
子
が
、
北
禅
宗
の
祖
で
あ

る
神
秀
と
な
る
。

　

次
に
、
先
に
引
用
し
た
『
詩
格
』
の
後
半
部
の
主
張
を
取
り

あ
げ
て
検
討
す
る
。
そ
の
主
張
は
「
文
章
は
是
れ
景
、
物
色
は

是
れ
本
な
り
、
之
を
照
ら
す
こ
と
須
く
了
ら
か
に
其
の
象
を
見

る
が
ご
と
く
す
べ
き
な
り
」
と
述
べ
る
部
分
で
、「
之
を
照
ら
す
」

と
い
う
表
現
が
、
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
そ
の
状
況

が
分
か
り
に
く
い
。
よ
っ
て
こ
の
表
現
も
、
他
の
箇
所
と
同
様

に
仏
教
思
想
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
て
、
心
中
に
立
ち
上
が
る

景
物
の
境
が
照
ら
す
主
体
と
は
、
智
慧
の
灯
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
仏
教
思
想
に
基
づ
く
表
現
を
理
解
す
る

た
め
に
、
達
摩
の
伝
灯
を
受
け
継
い
だ
二
祖
と
さ
れ
る
恵
可

（
四
八
七
～
五
九
三
）
の
禅
法
か
ら
、
智
慧
の
灯
の
表
現
を
次

に
挙
げ
る
。

　
　

�

若󠄃
淨
坐
無
事
、
如
密
室
中
燈
、
則
能
破
暗
、
照
物
分
朙
。

若󠄃
了
心
源
淸
淨
、
一
切
願
足
、
一
切
行
滿
、
一
切
皆
辨
、

不
受
後
有
。

（
若
し
浄
坐
し
て
無
事
な
ら
ば
、
密
室
中
の
灯
、
則
ち
能
く
暗

を
破
り
、
物
を
照
ら
し
て
分
明
な
る
が
ご
と
し
。
若
し
心
源
の

清
浄
な
る
を
了さ

と

れ
ば
、
一
切
の
願
足
り
、
一
切
の
行
満
ち
、
一

切
皆
弁
じ
て
、
後
有
を
受
け
ず
）盛

唐
・
浄
覚
『
楞
伽
師
資
記
』
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こ
こ
で
は
、
坐
禅
に
よ
っ
て
心
を
静
か
に
統
一
す
る
こ
と
で
、

閉
め
き
っ
た
暗
闇
の
部
屋
で
燃
え
る
灯
の
よ
う
に
、
は
っ
き
り

と
物
を
照
ら
す
こ
と
が
で
き
、
心
の
根
源
が
清
浄
で
あ
る
こ
と

を
悟
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
神
秀

の
『
観
心
論
』
に
お
い
て
も
、
こ
の
知
恵
の
灯
を
「
長
明
灯
」

と
し
て
取
り
あ
げ
て
解
説
し
て
い
る
の
で
、
次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

又
、
長
朙
燈
者
、
卽
正
覺
心
也
。
以
覺
智
慧
朙
了
、
喩
之

爲
燈
。
是
故
一
切
求
解
脫
者
、
常
以
身
爲
燈
臺
、
心
爲
燈

盞
、
信
爲
燈
炷
、
增
諸
戒
行
、
以
爲
添󠄃
油
。
智
惠
朙
逹
、

喩
如
燈
火
常
燃
。
如
是
眞
如
正
覺
燈
、
照
破
一
切
無
朙
癡

暗
。
能
以
此
法
、
轉
相
開
悟
、
卽
是
一
燈
、
燃
百
千
燈
。

以
燈
續
朙
、
朙
終
不
盡
。
以
无
盡
故
、
號
曰
長
朙
。
過󠄃
去

有
佛
、
名
爲
燃
燈
。
義
亦
如
是
。

（
又
、
長
明
灯
は
、
即
ち
正
覚
心
な
り
。
覚
を
以
て
智
慧
明
了

な
り
、
之
を
喩
へ
て
灯
と
為
す
な
り
。
是
の
故
に
一
切
の
解
脱

を
求
む
る
者
は
、
常
に
身
を
以
て
灯
台
と
為
し
、
心
を
灯
盞
と

為
し
、
信
を
灯
炷
と
為
し
、
諸
戒
行
を
増
す
こ
と
は
、
以
て
油

を
添󠄃
ふ
る
こ
と
と
為
す
。
智
恵
明
達
は
、
喩
へ
ば
灯
火
の
常
に

燃
え
る
が
ご
と
し
。
是
の
ご
と
き
真
如
正
覚
の
灯
、
一
切
の
無

明
痴
暗
を
照
破
す
る
な
り
。
能
く
此
の
法
を
以
て
、
転
相
し
開

悟
す
る
は
、
即
ち
是
れ
一
灯
、
百
千
灯
を
燃
や
す
。
灯
を
持
っ

て
明
を
続
か
ば
、
明
終つ

ひ

に
は
尽
き
ず
。
尽
き
る
こ
と
無
き
を
以

て
の
故
に
、
号
し
て
長
明
と
曰
ふ
。
過
去
に
仏
有
り
、
名
づ
け

て
燃
灯
と
為
す
。
義
も
亦
た
是
の
ご
と
し
）

初
唐
・
神
秀
『
観
心
論
』

こ
こ
で
は
、
智
慧
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
「
灯
」
で
あ
る
と

し
、
智
慧
が
道
理
に
通
じ
る
こ
と
で
常
に
燃
え
続
け
る
と
説
明

す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
正
し
い
覚
り
の
灯
に
よ
っ
て
、
道
理
に

対
す
る
蒙
昧
の
暗
さ
を
照
ら
し
て
滅
ぼ
せ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
二
つ
の
「
灯
」
を
通
し
て
、
智
慧
の
「
灯
」
が
蒙

昧
を
照
ら
し
て
消
し
さ
り
、「
心
」
が
作
用
し
て
対
象
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
灯
」
と

「
心
」
と
の
両
者
の
密
接
な
関
係
性
を
、『
詩
格
』
の
「
水
中
の

日
月
」
の
言
説
と
対
照
さ
せ
る
と
両
者
の
関
係
性
が
共
通
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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次
に
、『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
の
言
説
に
あ
る
「
心

中
に
了
ら
か
に
見
る
」
の
「
了
見
」
の
語
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

「
了
見
」
は
明
ら
か
に
見
る
と
い
う
意
味
で
、「
水
中
の
日
月
」

の
言
説
で
二
回
使
わ
れ
て
い
る
特
徴
的
な
語
彙
で
あ
る
。
他
の

文
献
で
は
、
神
秀
の
『
観
心
論
』
の
問
答
で
使
わ
れ
て
い
る
の

で
、
次
に
挙
げ
る
。

又
問
、
云
何
觀
心
稱
之
爲
了
。

答
曰
、
菩󠄂
薩󠄄
擵
訶
薩󠄄
、
行
深
波
羅
蜜
多
時
、
了
於
四
大
五
蔭󠄂
、

於
空
无
我
中
、
了
見
自
心
。

（
又
問
ふ
、
云
何
ん
が
観
心
、
之
を
称
し
て
了
と
為
す
。
答
へ

て
曰
は
く
、
菩
薩
摩
訶
薩
、
深
波
羅
蜜
多
を
行
じ
し
時
、
四
大

五
蔭
を
了
じ
、
空
無
我
の
中
に
於
い
て
自
心
を
了あ

き

ら
か
に
見
る
）

初
唐
・
神
秀
『
観
心
論
』

こ
こ
で
は
、
な
ぜ
「
観
心
」
を
「
了
」
と
呼
べ
る
の
か
と
い
う

問
い
に
対
し
て
、
修
行
者
が
深
い
智
慧
の
完
成
を
目
指
し
て
い

る
時
に
、
四
大
（
地
・
水
・
火
・
風
の
元
素
）
と
五
陰
（
色
・

受
・
想
・
行
・
識
の
根
本
）
と
が
空
と
無
我
で
あ
る
こ
と
を
悟

る
こ
と
で
、
自
己
の
本
来
の
心
を
見
極
め
た
か
ら
だ
と
答
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
心
に
対
し
て
明
ら
か
に
見
る
と
い
う
姿

勢
は
、
北
宗
禅
の
特
徴
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
了
」

と
い
う
言
葉
は
、『
大
乗
仏
典
〈
中
国
・
日
本
篇
〉�

敦
煌
Ⅱ
』

の
訓
読
本
文
で
、「
さ
と
り
」
と
訓
読
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ

の
文
脈
か
ら
考
え
れ
ば
悟
り
に
通
じ
る
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る（

9
（

。
し
た
が
っ
て
、「
了
見
」
に
は
、
本
質
を

見
極
め
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、「
了
見
」
に
つ
い
て
も
、『
詩
格
』
で
は
「
心

中
に
了
ら
か
に
見
る
」
と
述
べ
ら
れ
、
心
中
を
対
象
と
し
て
い

て
、
さ
ら
に
も
う
一
つ
の
例
で
は
、「
此
を
以
て
象
を
見
れ
ば
、

心
中
に
了
ら
か
に
見
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

二
つ
の
「
了
見
」
と
も
、
そ
の
対
象
は
心
中
を
指
し
て
い
る
と

い
う
特
徴
が
確
認
で
き
る
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
『
観
心
論
』

の
発
想
と
類
似
し
た
用
法
だ
と
い
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
詩
格
』
の
引
用
本
文
に
は
、「
境
」
と
い

う
概
念
が
使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
仏
教
思
想
と
関
係
し
て
い
る

主
張
で
あ
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
な
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く
先
に
取
り
あ
げ
た
表
現
も
合
わ
せ
て
仏
教
思
想
に
基
づ
い
た

文
脈
の
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
北
宗
禅
と
深
く
関

わ
る
『
観
心
論
』『
楞
伽
師
資
記
』
と
類
似
し
た
表
現
・
発
想

が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
に
お

け
る
言
説
に
は
北
宗
禅
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
れ
で
は
次
に
、
本
稿
の
主
題
で
あ
る
、『
詩
格
』
に
お
け

る
「
水
中
の
日
月
」
の
表
現
背
景
に
は
、
仏
教
思
想
の
影
響
が

さ
ら
に
読
み
取
れ
る
の
で
、
中
観
派
の
経
典
を
中
心
に
検
討
し

て
ゆ
く
。
最
初
に
、
緒
言
で
ふ
れ
た
興
膳
宏
の
指
摘
に
よ
る
『
大

智
度
論
』
の
引
用
箇
所
か
ら
検
討
す
る
。
指
摘
さ
れ
た
箇
所
は
、

『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
序
品
第
一
に
あ
る
「
十
喩
」
に
関
す

る
部
分
に
あ
る
。『
大
智
度
論
』
に
挙
げ
ら
れ
た
経
と
そ
の
注

釈
で
あ
る
論
に
お
け
る
該
当
箇
所
を
次
に
挙
げ
る
。

〔
経
〕

　
　

�

解
了
諸
法
如
幻
、
如
焰
、
如
水
中
⺼󠄃
、
如
虛
空
、
如
響
、

如
犍
闥
婆
城
、
如
夢󠄂
、
如
影
、
如
鏡
中
像
、
如
化
。

（
諸
法
は
幻
の
ご
と
く
、
焰
の
ご
と
く
、
水
中
の
月
の
ご
と
く
、

虚
空
の
ご
と
く
、
響
き
の
ご
と
く
、
犍け

ん

闥だ
つ

婆ば

城じ
よ
う

の
ご
と
く
、
夢

の
ご
と
く
、
影
の
ご
と
く
、
鏡
中
の
像
の
ご
と
く
、
化
の
ご
と

し
と
解
了
す
）

〔
論
〕

　
　

�

如
水
中
⺼󠄃
者
、
⺼󠄃
實
在
虛
空
中
、
影
現
於
水
實
法
相
。
⺼󠄃

在
如
法
性
實
際
虛
空
中
、
凢󠄁
人（
（1
（

心
水
中
、
有
我
我
所󠄃
相
現
。

以
是
故
名
如
水
中
⺼󠄃
。
復
次
如
小
兒
見
水
中
⺼󠄃
歡
喜
欲
取
、

大
人
見
之
則
笑
、
無
智
人
亦
如
是
。
身
見
故
見
有
吾
我
、

無
實
智
故
見
種
種
法
、
見
已
歡
喜
欲
取
諸
相
男
相
女
相
等
。

諸
得
衜
垩
人
笑
之
。
如
偈
說
。

　
　

�

如
水
中
⺼󠄃
炎
中
水

　
　

夢󠄂
中
得
財
死
求
生

　
　

�

有
人
於
此
實
欲
得

　
　

�

是
人
癡
惑
聖
所󠄃
笑

　
　

�

復
次
、
譬
如
靜
水
中
見
⺼󠄃
影
、
攪
水
則
不
見
、
無
朙
心
靜

水
中
、
見
吾
我
・
憍
慢
・
諸
結
使
影
、
實
智
慧
杖
攪
心
水
、

則
不
見
吾
我
等
諸
結
使
影
。
以
是
故
說
諸
菩󠄂
薩󠄄
知
諸
法
如

水
中
⺼󠄃
。

― 1（ ―



（
水
中
の
月
の
ご
と
し
と
は
、
月
は
実
に
虚
空
の
中
に
在
り
、

影
は
水
に
於お

い
て
実
法
の
相
を
現
ず
。
月
は
法
性
の
ご
と
く
、

実
際
の
虚
空
の
中
に
在
れ
ど
も
、
凡
人
の
心
は
水
の
中
に
我
我

所
の
相
有
り
て
現
ず
。
是
を
以
て
の
故
に
「
水
中
の
月
の
ご
と

し
」
と
名
づ
く
。
復
た
次
に
、
小
児
は
水
中
の
月
を
見
て
歓
喜

し
て
取
ら
ん
と
欲
し
、
大
人
は
之
を
見
て
則
ち
笑
ふ
が
ご
と
く
、

無
智
の
人
も
亦
是か

く
の
ご
と
し
。
身
見
の
故
に
吾
我
あ
り
と
見
、

実
智
無
き
が
故
に
種
種
の
法
を
見
、
見
已
り
て
歓
喜
し
て
諸
相
・

男
相
・
女
相
等
を
取
ら
ん
と
欲
す
。
諸
の
道
を
得
た
る
聖
人
は

之
を
笑
ふ
。
偈
に
説
く
が
ご
と
し
。「
水
中
の
月
、
炎
中
の
水
、

夢
中
に
財
を
得
、
死
し
て
生
を
求
む
る
が
ご
と
く
、
人
有
り
て

此
に
於
い
て
実
に
得
ん
と
欲
せ
ば
、
是
の
人
は
痴
に
し
て
惑
ひ
、

聖
の
笑
ふ
所
な
り
」
復
た
次
に
、
譬
へ
ば
静
水
の
中
に
月
の
影

を
見
れ
ど
も
、
水
を
攪み

だ

だ
せ
ば
則
ち
見
え
ざ
る
が
ご
と
く
、
無

明
の
心
の
静
水
の
中
に
は
吾
我
・
憍
慢
・
諸
の
結
使
の
影
を
見

れ
ど
も
、
実
智
慧
の
杖
も
て
心
水
を
攪み

だ

だ
せ
ば
、
則
ち
吾
我
等

の
諸
の
結
使
の
影
を
見
ず
。
是
を
以
て
の
故
に
「
諸
の
菩
薩
は

諸
法
は
水
中
の
月
の
ご
と
し
と
知
る
」
と
説
く
）

　

龍
樹
著
、
後
秦
・
鳩
摩
羅
什
訳
『
大
智
度
論
』
巻
第
六

（
大
正
蔵
二
十
五
・
一
〇
一
下
・
一
〇
二
中
）

こ
の
注
釈
で
は
、「
水
中
の
月
」
が
「
十
喩
」
の
一
つ
と
し
て

説
明
さ
れ
て
い
る
。「
十
喩
」
と
は
、
因
縁
和
合
で
生
じ
実
体

の
な
い
こ
と
を
十
種
の
事
象
に
例
え
た
も
の
で
、「
依
他
十
喩
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、「
水
中
の
月
」
も
実
相
の

影
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
が
自
分
の
物
と
み
な
し
て

手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
無
智
を
引
き
出
す
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
静
水
に
映
る
月
影
も
、
智

慧
の
杖
で
か
き
ま
ぜ
れ
ば
、
そ
の
影
に
と
ら
わ
れ
な
い
と
も
説

か
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
水
中
の
月
」
は
、
実
体
の
な
い
空

性
の
象
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」

も
無
智
を
主
張
す
る
文
脈
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
実
体
の
な
い

空
性
の
象
徴
と
い
う
点
で
は
、
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

実
体
の
な
い
空
性
の
象
徴
の
例
と
し
て
、
イ
ン
ド
中
観
派
の
清

弁
（
四
九
〇
頃
～
五
七
〇
頃
）
が
『
中
論
』
を
注
釈
し
た
『
般

若
灯
論
』
か
ら
唐
代
の
用
例
を
、
次
に
挙
げ
る
。『
般
若
灯
論
』

は
、初
唐
の
貞
観
六
年（
六
三
二
）に
波
羅
頗
迦
羅
蜜
多
羅（
五
六
四

― 1（ ―



～
六
三
三
）
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
た
。

　
　

�
復
次
無
中
陰
者
言
、
從
死
有
相
續
至
生
有
時
、
如
授
經
、

如
傳
燈
、
如
行
印
、
如
鏡
像
現
、
如
空
聲
響
、
如
水
中
日󠄂

⺼󠄃
影
、
如
種
子
生
芽󠄄
、
如
人
見
酢
口
中
生
涎
、
如
是
後
陰

相
續
起
時
。
無
有
中
陰
往
來
傳
此
向
彼
。

（
復
た
次
に
、
中
陰
無
し
と
い
ふ
者
は
言
ふ
、
死
有
よ
り
相
続

し
て
生
有
に
至
る
時
に
は
、
経
を
授
く
る
が
ご
と
く
、
灯
を
伝

ふ
る
が
ご
と
く
、
印
を
行
ず
る
が
ご
と
く
、
鏡
像
の
現
ず
る
が

ご
と
く
、
空
に
声
の
響
く
が
ご
と
く
、
水
中
の
日
月
の
影
の
ご

と
く
、
種
子
よ
り
芽
を
生
ず
る
が
ご
と
く
、
人
の
酢
を
見
て
口

中
に
涎よ

だ
れを

生
ず
る
が
ご
と
く
、
是か

く
の
ご
と
く
後
陰
の
相
続
起

こ
る
時
に
は
、
中
陰
の
往
来
し
て
此
へ
伝
へ
彼
に
向
か
ふ
も
の

有
る
こ
と
無
し
）

　
　
　

清
弁
釈
、
初
唐
・
波
羅
頗
迦
羅
蜜
多
羅
訳
『
般
若
灯
論
』

巻
第
十
五
、
釈
観
世
諦
縁
起
品
第
二
十
六

�　
（
大
正
蔵
三
十
・
一
三
二
上
）

������������������������������������　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
中
陰
」
は
「
中
有
」
と
も
呼
ば
れ
、
前
世
で
の
死
の
瞬
間
か

ら
次
に
生
を
受
け
る
ま
で
の
生
存
や
身
心
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、『
般
若
灯
論
』
で
は
そ
れ
を
認
め
な
い
立
場
で
あ
る

た
め
、「
水
中
の
日
月
の
影
」
も
実
体
の
な
い
空
性
の
象
徴
の

一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
先
の
『
大
智
度
論
』

の
「
水
中
の
月
」
と
同
様
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　

次
に
、
鳩
摩
羅
什
が
漢
訳
し
、
般
若
空
観
を
承
け
て
い
る
『
維

摩
経
』
に
お
け
る
「
水
中
の
月
」
の
例
を
次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

優
波
離
、
一
切
法
生
滅
不
住
。
如
幻
、
如
電
、
諸
法
不
相

待
。
乃
至
一
念
不
住
。
諸
法
皆
妄
見
、
如
夢󠄂
、
如
炎
、
如

水
中
⺼󠄃
、
如
鏡
中
像
、
以
妄
想
生
。

（
優
波
離
よ
、
一
切
法
は
生
滅
し
て
住と

ど

ま
ら
ず
。
幻
の
ご
と
く
、

電
の
ご
と
く
、
諸
法
は
相
待
た
ず
、
乃な

い

至し

一
念
も
住と

ど

ま
ら
ず
。

諸
法
は
皆
妄
見
な
り
。
夢
の
ご
と
く
、
炎
の
ご
と
く
、
水
中
の

月
の
ご
と
く
、
鏡
中
の
像
の
ご
と
く
、
妄
想
を
以
て
生
ず
）

　
　
　

後
秦
・
鳩
摩
羅
什
訳
『
維
摩
詰
所
説
経
』
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所
説
経
弟
子
品
第
三

（
大
正
蔵
十
四
・
五
四
一
中
）

こ
の
箇
所
に
お
い
て
も
「
水
中
の
月
」
は
「
十
喩
」
の
一
つ
と

し
て
諸
法
の
空
性
を
説
く
た
め
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
よ
っ
て
、『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』
及
び
『
大
智
度
論
』

と
同
じ
用
法
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

以
上
こ
れ
ま
で
、『
大
智
度
論
』
を
は
じ
め
『
摩
訶
般
若
波

羅
蜜
経
』
及
び
『
般
若
灯
論
』、
ま
た
そ
の
般
若
空
観
を
承
け

た
『
維
摩
経
』
に
お
け
る
「
水
中
の
月
」
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ら
の
用
法
に
は
共
通
点
が
見
ら
れ
た
。
そ
こ
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
の
は
、
中
観
派
経
典
に
お
け
る
「
水
中
の
月
」
の
用
法

は
、
実
体
の
な
い
空
性
の
象
徴
で
あ
る
「
十
喩
」
の
一
つ
と
し

て
取
り
あ
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
緒
言
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
詩
格
』
の
「
水

中
の
日
月
」
が
「
十
喩
」
と
し
て
の
空
性
の
象
徴
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
後
に
続
く
「
之
を
照
ら
す
こ
と
須
く
了
ら
か

に
其
の
象
を
見
る
が
ご
と
く
す
べ
き
な
り
」
と
い
う
主
張
と
乖か

い

離り

す
る
点
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

中
観
派
経
典
と
は
異
な
る
仏
教
思
想
の
観
点
に
基
づ
く
用
法
を
、

次
章
で
検
討
し
て
ゆ
く
。

三　

仏
性
及
び
定
と
し
て
の
「
水
中
の
月
」

　

こ
の
章
で
は
、「
仏
性
」
及
び
「
定
」
の
観
点
か
ら
経
典
を

通
し
て
、「
水
中
の
月
」
の
用
法
を
検
討
し
て
ゆ
く
。

　

最
初
に
、
衆
生
に
具
わ
る
悟
り
の
可
能
性
（
仏
性
）
を
認
め

る
如
来
蔵
思
想
を
持
つ
経
典
を
通
し
て
、「
水
中
の
月
」
の
用

法
を
検
討
す
る
。
先
の
『
維
摩
経
』
を
漢
訳
し
た
鳩
摩
羅
什
と

同
時
代
に
生
き
た
北
涼（
三
九
七
～
四
九
三
）の
曇ど

ん
無む

讖せ
ん（

三
八
五

～
四
三
三
）
が
漢
訳
し
た
『
大
般
涅
槃
経
』
に
お
け
る
用
例
を
、

次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

無
量
百
千
諸
衆
生
等
、
發
於
阿
耨
多
羅
三
藐󠄂
三
菩󠄂
提
心
、

見
少
微󠄄
緣
於
阿
耨
多
羅
三
藐󠄂
三
菩󠄂
提
卽
便
動
轉
。
如
水
中

⺼󠄃
、
水
動
則
動
、
犹
如
畫
像
難
成
易
壞
。
菩󠄂
提
之
心
亦
復

如
是
難
發
易
壞
。
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（
無
量
の
百
千
諸
衆
生
等
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
せ

ど
も
、
少
微
縁
を
見
れ
ば
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
於
い
て

即す
な
は
ち便

動
転
す
。
水
中
の
月
の
、
水
動
ず
れ
ば
則
ち
動
く
が
ご
と

く
、
猶
ほ
画
像
の
成
じ
難
く
壊
し
易
き
が
ご
と
し
。
菩
提
の
心

も
亦
復
是か

の
ご
と
く
、
発
し
難
く
壊
し
易
し
）

　
　
　

北
涼
・
曇
無
讖
訳
『
大
般
涅
槃
経
』

巻
第
十
四
、
聖
行
品
第
七
之
四

（
大
正
蔵
十
二
・
四
四
九
下
）

「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
」
は
、
無
上
の
完
全
な
悟
り
を
意

味
す
る
。
よ
っ
て
、「
水
中
の
月
」
は
、
水
が
動
け
ば
そ
の
映

像
も
壊
れ
や
す
い
と
い
う
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
、
悟
り
を
求
め
る
心
で
あ
る
「
菩
提
の
心
」
は
、

現
れ
に
く
く
壊
れ
や
す
い
「
水
中
の
月
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
と
説
明
し
て
い
る
。

　

南
北
朝
時
代
を
さ
ら
に
下
る
六
世
紀
頃
に
、
北
魏
（
三
八
五

～
五
三
四
）
の
勒ろ

く

那な

摩ま

提だ
い

（
生
没
年
未
詳
）
が
漢
訳
し
、
如
来

蔵
思
想
が
組
織
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
『
宝
性
論
（
究
竟
一

乗
宝
性
論
）』
か
ら
「
水
中
の
月
」
の
用
例
と
し
て
、
基
本
偈

と
そ
の
注
釈
偈
を
合
わ
せ
て
、
次
に
挙
げ
る
。

（
基
本
偈
）

　
　

又
依
三
十
二
大
丈
夫
相
水
中
⺼󠄃
喩
故
、
說
二
偈
。

　
　

秋
空
無
雲
翳（
（（
（

、
⺼󠄃
在
天
乁
水
。

　
　

一
切
世
閒
人
、
皆
見
⺼󠄃
勢
力
。

　
　

淸
淨
佛
輪
中
、
具
功
德
勢
力
。

　
　

佛
子
見
如
來
、
功
德
身
亦
爾
。

（
又
、
三
十
二
大
丈
夫
相
と
水
中
の
月
の
喩
に
依
る
が
故
に
、

二
偈
を
説
く
。
秋
の
空
に
雲
の
翳か

げ

無
く
、
月
は
天
及
び
水
に
在

り
。
一
切
の
世
間
の
人
は
、
皆
、
月
の
勢
力
を
見
る
。�

清
浄

な
る
仏
輪
の
中
に
、
功
徳
の
勢
力
を
具そ

な

ふ
。
仏
子
の
如
来
の
功

徳
、
身
を
見
る
も
亦
、
爾
な
り
）

（
注
釈
偈
）

　
　

此
偈
示
現
何
義
。
略
說
偈
言
。

　
　

三
十
二
功
德
、
見
者
生
歡
喜
。

　
　

依
法
報
化
身
、
三
種
佛
而
有
。
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法
身
淨
無
垢
、
遠
離
於
世
閒
。

　
　

在
如
來
輪
中
、
衆
生
見
二
處
。

　
　

如
淸
淨
水
中
、
見
於
⺼󠄃
影
像
。

　
　

是
三
十
二
相
、
依
色
身
得
名
。

　
　

如
擵
尼
寶
珠
、
不
離
光
色
相
。

　
　

色
身
亦
如
是
、
不
離
三
十
二
。

（
此
の
偈
は
何
の
義
を
示
現
す
る
や
。略
し
て
偈
を
説
き
て
言
ふ
。

三
十
二
の
功
徳
は
、
見
る
者
、
歓
喜
を
生
ず
。
法
と
報
と
化
身

な
る
、
三
種
の
仏
に
依
り
て
有
り
。
法
身
は
淨
・
無
垢
に
し
て
、

世
間
を
遠
離
す
。
如
来
の
輪
中
に
在
り
て
、
衆
生
は
二
処
を
見

る
。
清
浄
な
る
水
中
に
、
月
影
の
像
を
見
る
が
ご
と
し
。
是
の

三
十
二
相
は
、
色
身
に
依
り
て
名
を
得
。
摩
尼
宝
珠
の
光
と
色

相
と
離
れ
ざ
る
が
ご
と
く
、
色
身
も
亦
、
是
く
の
ご
と
く
、

三
十
二
を
離
れ
ず
）

　
　
　

北
魏
・
勒
那
摩
提
訳
『
宝
性
論
』

巻
第
四
、
無
量
煩
悩
所
纏
品
第
六

（
大
正
蔵
三
十
一
・
八
四
五
中
）

最
初
の
基
本
偈
に
あ
る
「
三
十
二
相
」
は
、
仏
に
具
わ
る

三
十
二
の
優
れ
た
身
体
的
特
徴
を
指
す
。
澄
ん
だ
秋
空
と
清
浄

な
る
水
中
に
浮
か
ぶ
月
と
そ
の
月
影
が
、
三
十
二
の
功
徳
の
三

種
の
象
徴
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、

基
本
偈
に
あ
る
「
水
」
が
、
注
釈
偈
に
お
い
て
「
清
浄
な
る
水

中
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
濁
っ
た
水
中
を
浄
化
す

る
と
い
う
「
摩
尼
宝
珠
の
光
」
も
合
わ
せ
て
説
か
れ
て
い
る
よ

う
に
、
こ
の
水
は
、「
仏
性
」
の
象
徴
で
あ
る
月
を
映
す
「
清

浄
な
心
水
」
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
心
を
集
中
し
て
静
め
た
瞑
想
の
境
地
で
あ
る
「
定
」

の
観
点
か
ら
経
典
を
通
し
て
、「
水
中
の
月
」
の
用
法
を
検
討

し
て
ゆ
く
。
さ
ら
に
時
代
が
下
り
、
南
朝
陳
（
五
五
七
～

五
八
九
）
の
真し

ん
た
い諦

（
四
九
九
～
五
六
九
）
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ

た
『
摂
大
乗
論
釈
』
か
ら
、
次
に
用
例
を
挙
げ
る
。『
摂
大
乗

論
釈
』
は
、
イ
ン
ド
唯
識
学
派
の
無む

著じ
ゃ
く

（
三
九
五
～
四
七
〇
頃
）

が
著
し
、
弟
の
世
親
（
四
〇
〇
頃
～
四
八
〇
頃
）
が
注
釈
を
つ

け
た
も
の
で
、
唯
識
教
学
の
根
本
聖
典
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
た
、

真
諦
が
訳
出
す
る
際
に
、
如
来
蔵
思
想
に
関
す
る
記
述
の
増
補

が
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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�
論
曰
、
若󠄃
實
無
法
、
云
何
成
緣
眞
實
法
、
定
心
境
界
。
爲

決
此
疑
故
說
水
⺼󠄃
譬
。

（
論
に
曰
く
、
若
し
実
に
法
無
け
れ
ば
、
云
何
ん
が
真
実
の
法

を
縁
ず
る
、
定
心
の
境
界
を
成
ず
る
や
。
此
の
疑
を
決
せ
ん
が

為
の
故
に
水
月
の
譬
を
説
く
）

　
　

�

釋
曰
、
譬
如
無
水
⺼󠄃
實
塵
、
而
顯
現
可
見
。
由
水
潤
滑
澄

淸
故
。
若󠄃
人
心
得
定
無
實
塵
爲
境
、
亦
顯
現
可
見
。
水
譬

定
。
以
定
心
潤
滑
澄
淸
故
。（
中
略
）
說
水
⺼󠄃
譬
。
顯
意

業
果
報
、
譬
如
水
⺼󠄃
。
如
水
中
⺼󠄃
實
無
有
⺼󠄃
、
而
顯
現
似

⺼󠄃
、
寂
靜
心
亦
爾
。
實
無
所󠄃
有
、
於
寂
靜
心
中
而
有
動
搖
。

現
在
乁
未
來
世
果
顯
現
、
離
此
寂
靜
心
無
有
別
果
。

（
釈
に
曰
く
、
譬
へ
ば
水
月
に
は
実
塵
無
き
も
、
而し

か

も
顕
現
し

て
見
る
べ
き
が
ご
と
し
。
水
は
潤
滑
に
し
て
澄
清
な
る
に
由
る

が
故
な
り
。
若も

し
人
心
に
定
を
得
れ
ば
実
の
塵
無
き
を
境
と
為

し
、
亦
顕
現
し
て
見
る
べ
し
。
水
は
定
に
譬
ふ
。
定
心
は
潤
滑

に
し
て
澄
清
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。（
中
略
）
水
月
の
譬
を

説
く
。
意
業
の
果
報
は
、
譬
へ
ば
水
月
の
ご
と
く
な
る
を
顕
は

す
。
水
中
の
月
は
実
に
は
月
有
る
こ
と
無
き
も
、
而し

か

も
顕
現
し

て
月
に
似
た
る
が
ご
と
く
、
寂
静
の
心
も
亦
爾
な
り
。
実
に
は

所
有
無
き
も
、
寂
静
の
心
中
に
於
い
て
而
も
動
揺
有
り
。
現
在

及
び
未
来
世
の
果
顕
現
す
る
も
、
此
の
寂
静
の
心
を
離
れ
て
は

別
の
果
有
る
こ
と
無
し
）

　
　
　

世
親
釈
、
陳
・
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
釈
』

巻
第
六
、
釈
応
知
勝
相
之
二

（
大
正
蔵
三
十
一
・
一
九
二
下
）

こ
こ
で
は
、
本
来
実
体
は
な
い
は
ず
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
存
在

が
感
じ
ら
れ
る
疑
問
に
対
し
て
、「
十
喩
」
と
同
じ
く
実
体
の

な
い
象
徴
で
あ
る
「
八
譬
」
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
。
そ
の

「
八
譬
」
の
一
つ
と
し
て
「
水
中
の
月
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
水
」
が
澄
ん
で
い
る
の
で
月
が
映
り
、
定
を
得
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
塵
の
な
い
「
境
」
が
立
ち
現
れ
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
そ
の
「
水
」
は
「
定
」
の
象
徴
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

ま
た
、
そ
れ
は
静
寂
な
心
で
あ
る
か
ら
こ
そ
実
現
す
る
の
だ
と
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説
明
す
る
。
よ
っ
て
、「
定
」
に
よ
っ
て
塵
な
き
「
境
」
が
立

ち
現
れ
、「
定
」
に
よ
っ
て
静
寂
な
心
が
「
水
」
と
な
り
、
月

影
を
映
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

続
い
て
初
唐
で
は
、
先
に
取
り
あ
げ
た
『
般
若
灯
論
』
の
訳

者
で
も
あ
る
波
羅
頗
迦
羅
蜜
多
羅
が
訳
出
し
た
『
大
乗
荘
厳
経

論
』
か
ら
「
水
中
の
月
」
の
用
例
を
次
に
挙
げ
る
。
こ
の
経
典

は
、
頌
を
弥
勒
、
注
釈
を
世
親
が
作
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、

瑜
伽
行
派
の
根
本
経
典
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　

�

問
、
世
尊󠄄
處
處
說
如
幻
如
夢󠄂
如
焰
如
像
如
影
如
響
如
水
⺼󠄃

如
化
。
如
此
八
譬
各
何
所󠄃
顯
。

　
　

�

偈
曰
、
如
幻
至
如
化
、
次
第
譬
諸
行
。
二
六
二
二
六
、
一

一
一
有
三
。

　
　

�

釋
曰
、
如
幻
至
如
化
次
第
譬
諸
行
者
。
幻
譬
內
六
入
。
無

有
我
等
體
但
光
顯
現
故
。
夢󠄂
譬
外
六
入
。
所󠄃
受
用
塵
體
無

有
故
。
焰
譬
心
乁
心
數
二
法
。
由
起
迷
故
。
像
復
譬
內
六

入
。
由
是
宿
業
像
故
。
影
復
譬
外
六
入
。
由
是
內
入
影
、

內
入
增
上
起
故
。
響
譬
所󠄃
說
法
。
法
如
響
故
。
水
⺼󠄃
譬
依

定
法
。
定
則
如
水
、
法
則
如
⺼󠄃
。
由
彼
澄
靜
法
顯
現
故
。

（
問
ふ
、
世
尊󠄄
は
処
処
に
、
幻
の
ご
と
く
、
夢
の
ご
と
く
、
焰

の
ご
と
く
、
像
の
ご
と
く
、
影
の
ご
と
く
、
響
の
ご
と
く
、
水

月
の
ご
と
く
、
化
の
ご
と
し
と
説
け
り
。
此
の
ご
と
き
八
譬
は

各お
の

お
の
何
の
所
顕
ぞ
。
偈
に
曰
は
く
、「
幻
の
ご
と
く
よ
り
化

の
ご
と
し
に
至
る
は
、
次
第
に
諸
行
に
譬
ふ
。
二
の
六
と
二
と

二
の
六
と
、
一
一
一
に
三
有
り
」。

　

釈
し
て
曰
は
く
、
幻
の
ご
と
く
よ
り
化
の
ご
と
し
に
至
る
は

次
第
に
諸
行
に
譬
ふ
と
は
〔
以
下
の
ご
と
し
〕。
幻
は
内
の
六

入
に
譬
ふ
。
我
等
の
体
有
る
こ
と
無
く
、
但
だ
光
の
顕
現
す
る

が
故
な
り
。
夢
は
外
の
六
入
に
譬
ふ
。
所
受
用
の
塵
体
有
る
こ

と
無
き
が
故
な
り
。
焰
は
心
及
び
心
数
の
二
法
に
譬
ふ
。
迷
を

起
こ
す
に
由
る
が
故
な
り
。
像
は
復
た
内
の
六
入
に
譬
ふ
。
是

れ
宿
業
の
像
に
由
る
が
故
な
り
。
影
は
復
た
外
の
六
入
に
譬
ふ
。

是
れ
影
に
内
入
し
、
内
入
は
増
上
を
起
こ
す
に
由
る
が
故
な
り
。

響
き
は
所
説
の
法
に
譬
ふ
。
法
は
響
き
の
ご
と
き
が
故
な
り
。

水
月
は
定
に
依
り
法
に
譬
ふ
。
定
は
則
ち
水
の
ご
と
く
、
法
は

則
ち
月
の
ご
と
く
、
彼
の
澄
静
に
由
り
、
法
顕
現
す
る
が
故
な
り
）

　
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
巻
第
四
、
述
求
品
第
十
二
之
一
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（
大
正
蔵
三
十
一
・
六
一
二
下
）

こ
こ
で
も
、
先
に
挙
げ
た
『
摂
大
乗
論
釈
』
の
用
例
と
同
じ
く
、

「
水
月
」
が
「
八
譬
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
主
張
で
は
、
定
が
「
水
」
と
な
り
、「
月
」
は
法
性
の
象
徴

で
あ
り
、
心
が
澄
ん
で
静
か
で
あ
れ
ば
月
を
水
面
に
映
す
こ
と

が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

盛
唐
に
な
る
と
、
新
し
い
仏
教
と
し
て
密
教
経
典
の
訳
出
も

活
発
に
な
る
。
そ
の
イ
ン
ド
中
期
の
密
教
経
典
の
一
つ
で
あ
り
、

真
言
宗
第
五
祖
の
善ぜ

ん

無む

畏い

（
六
三
七
～
七
三
五
）
と
第
六
祖
の

一い
ち

行ぎ
ょ
う（

六
八
三
～
七
二
七
）
ら
が
訳
出
し
た
『
大
日
経
（
大
毘

廬
遮
那
仏
神
変
加
持
経
）』
か
ら
「
水
中
の
月
」
の
用
例
を
、

次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

祕
密
主
、
若󠄃
眞
言
門
修
菩󠄂
薩󠄄
行
諸
菩󠄂
薩󠄄
、
深
修
觀
察
十
緣

生
句
、
當
於
眞
言
行
通
逹
作
證
。
云
何
爲
十
。
謂
如
幻
、

陽
焰
、
夢󠄂
、
影
、
乾
闥
婆
城
、
響
、
水
⺼󠄃
、
浮
泡
、
虛
空

華󠄄
、
旋
火
輪
。
祕
密
主
、
彼
眞
言
門
修
菩󠄂
薩󠄄
行
諸
菩󠄂
薩󠄄
、

當
如
是
觀
察
。（
中
略
）

　
　

�

復
次
祕
密
主
、
如
因
⺼󠄃
出
故
、
照
於
淨
水
而
現
⺼󠄃
影
像
、

如
是
眞
言
水
⺼󠄃
喩
、
彼
持
朙
者
當
如
是
說
。

（
秘
密
主
、
若
し
真
言
門
に
菩
薩
の
行
を
修
す
る
諸も

ろ

も
ろ
の
菩

薩
は
、
深
く
修
し
て
十
縁
生
句
を
観
察
し
、
当
に
真
言
行
に
於

い
て
通
達
し
作
証
す
べ
し
。
云い

か
ん何

ん
が
十
と
為
す
。
謂
は
く
幻

と
陽
焰
と
夢
と
影
と
乾
闥
婆
城
と
響
と
水
月
と
浮
泡
と
虚
空
華

と
旋
火
輪
の
ご
と
し
。
秘
密
主
、
彼
の
真
言
門
に
菩
薩
の
行
を

修
す
る
諸も

ろ

も
ろ
の
菩
薩
は
、
当
に
是か

く
の
ご
と
く
観
察
す
べ
し
。

（
中
略
）
復
た
次
に
秘
密
主
、
月
の
出
づ
る
に
因よ

る
が
故
に
、

浄
水
を
照
ら
し
て
月
影
の
像
を
現
ず
る
が
ご
と
く
、
是か

く
の
ご

と
く
真
言
の
水
月
の
喩た

と

へ
を
も
ち
て
、
彼
の
持
明
者
は
当
に
是か

く
の
ご
と
く
説
く
べ
し
）

　
　
　

盛
唐
・
善
無
畏
、
一
行
訳
『
大
日
経
』

　
　
　

巻
第
一
、
入
真
言
門
住
心
品
第
一

（
大
正
蔵
十
八
・
八
四
八
下
）

こ
こ
で
は
、「
十
喩
」
で
は
な
く
「
十
縁
生
句
」
と
い
う
観
想

の
一
つ
と
し
て
、「
水
月
」
を
取
り
あ
げ
説
明
し
て
い
る
。「
十
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縁
生
句
」
で
表
す
も
の
は
、「
十
喩
」
と
同
じ
く
幻
の
象
徴
で

あ
る
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
水
月
」
を
と
り
あ
げ
て
、
浄
水
を

照
ら
す
月
が
現
れ
る
よ
う
に
し
て
、
真
言
を
読
誦
す
る
こ
と
（
持

明
）
を
薦
め
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
例
か
ら
も
、「
水
月
」

に
は
、
月
が
「
心
」
の
象
徴
で
あ
る
「
水
」
を
照
ら
す
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。さ
ら
に
、そ
の「
心
」

は
、『
大
智
度
論
』
に
み
ら
れ
た
無
智
の
象
徴
で
は
な
く
、
清

浄
な
心
の
象
徴
と
反
転
し
て
と
ら
え
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す

べ
き
変
化
で
あ
る
。

　

以
上
、「
水
中
の
月
」
の
用
法
を
如
来
蔵
思
想
、
瑜
伽
行
派
、

密
教
の
経
典
を
通
し
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
か
ら
、「
水
」

と
は
、清
浄
で
静
寂
な
心
で
あ
り
、心
を
集
中
し
て
静
め
た「
定
」

の
状
態
を
表
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、「
月
」
は
、

仏
性
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

よ
っ
て
、静
寂
な「
心
水
」を
仏
性
の
月
が
照
ら
す
境
地
が
、「
定
」

の
状
態
で
あ
り
、
理
想
と
さ
れ
た
境
地
の
光
景
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
水
中
の
月
」
の
用
法
が

『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
の
表
現
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
ゆ
く
の
か
を
次
章
で
検
討
し
明
ら
か
に
す
る
。

四�　
「
水
中
の
日
月
」
に
み
え
る
王
昌
齢
の�

創
作
理
論
と
禅
法
と
の
関
わ
り

　

こ
の
章
で
は
、
第
三
章
の
検
討
に
よ
っ
て
、「
水
中
の
月
」

が
心
を
集
中
さ
せ
て
静
め
た
「
定
」
の
光
景
を
表
し
て
い
る
こ

と
を
ふ
ま
え
て
、『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
の
表
現
形
成

に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
与
え
た
の
か
を
考
察
し
て
ゆ
く
。
王
昌

齢
を
は
じ
め
と
す
る
文
人
達
が
「
定
」
の
概
念
を
受
容
で
き
た

社
会
背
景
に
は
、
唐
代
に
お
け
る
坐
禅
の
普
及
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
隋
（
五
八
一
～
六
一
八
）
の

天
台
の
智ち

ぎ顗
（
五
三
八
～
五
九
八
）
が
『
摩
訶
止
観
』
及
び
、

そ
の
入
門
書
で
あ
る
『
天
台
小
止
観
』
を
著
し
、
ま
た
、
盛
唐

で
は
、
中
国
天
台
の
第
六
祖
で
あ
る
湛た

ん

然ね
ん

（
七
一
二
～

七
八
二
）
が
『
摩
訶
止
観
』
を
注
釈
し
た
こ
と
は
、
修
行
法
で

あ
る
止
観
と
共
に
坐
禅
が
普
及
し
た
契
機
と
し
て
重
要
で
あ

る（
（1
（

。
彼
の
注
釈
書
で
あ
る
『
止し

観か
ん

輔ぶ

行ぎ
ょ
う

伝で
ん

弘ぐ

決け
つ

』
か
ら
「
水
中

の
月
」
の
例
を
、
次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

言
十
喩
者
、
大
論
第
七
云
、
如
幻
者
、
譬
如
幻
師
幻
作
種
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種
雖
無
有
實
、
然
是
色
法
而
可
見
聞
。
諸
法
亦
爾
。
無
明󠄃

幻
化
而
可
見
聞
。
二
如
焰
者
、
以
日󠄂
光
風
動
塵
故
、
曠
野

中
犹
如
野
馬
。
無
智
謂
水
。
諸
法
亦
爾
。
結
使
光
諸
行
塵

憶
想
風
、
生
死
曠
野
中
轉
。
無
智
之
人
謂
之
爲
實
。
三
水

⺼󠄃
者
、
⺼󠄃
在
空
影
在
水
、
實
相
之
⺼󠄃
在
實
際
空
。
於
凢󠄁
夫

人
心
水
之
中
。
我
所󠄃
相
現
。

（
十
喩
を
言
ふ
は
、
大
論
の
第
七
に
云
は
く
、「
如
幻
と
は
、
譬

へ
ば
幻
師
の
種
種
を
幻
作
す
る
に
実
有
る
こ
と
無
し
と
雖
も
、

然
し
て
是
色
法
を
し
て
見
聞
す
べ
き
が
ご
と
し
。
諸
法
も
亦
爾

な
り
。
無
明
幻
化
な
れ
ば
見
聞
す
べ
し
。
二
に
如
焰
と
は
、
日

光
の
塵
を
風
動
す
る
を
以
て
の
故
に
、
曠
野
の
中
の
猶
ほ
野
馬

の
ご
と
し
。
無
智
は
水
と
謂
ふ
。
諸
法
も
亦
爾
な
り
。
結
使
の

光
、
諸
行
の
塵
、
憶
想
の
風
、
生
死
の
曠
野
の
中
に
転
ば
ん
。

無
智
の
人
は
之
を
謂
ひ
て
実
と
為
す
。
三
に
水
月
は
、
月
空
に

在
り
影
水
に
在
る
。
実
相
の
月
は
実
際
の
空
に
在
り
、
凡
夫
の

人
の
心
水
の
中
に
於
い
て
、
我
所
相
現
す
」）

盛
唐
・
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
五
之
五

（
大
正
蔵
四
十
六
・
三
一
六
下
）

こ
こ
で
は
、「
水
中
の
月
」
が
「
十
喩
」
の
象
徴
で
あ
り
、
実

体
の
な
い
意
味
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
あ

げ
方
は
、『
大
智
度
論
』
の
「
十
喩
」
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、

空
に
あ
る
実
相
の
月
が
無
智
な
凡
夫
の
心
に
も
現
れ
、
そ
の
心

は
水
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
「
心
水
」
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る

点
が
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、『
大
智
度
論
』
で
は
、
実

際
の
水
中
に
映
る
月
を
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
無
智
を
説
明
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、『
大
智
度
論
』
に
お
け
る
「
心
水
」

は
、
第
二
章
で
取
り
あ
げ
た
「
無
明
の
心
の
静
水
の
中
に
は
吾

我
・
憍
慢
・
諸
の
結
使
の
影
を
見
れ
ど
も
、
実
智
慧
の
杖
も
て

心
水
を
攪み

だ

だ
せ
ば
、
則
ち
吾
我
等
の
諸
の
結
使
の
影
を
見
ず
。

是
を
以
て
の
故
に
『
諸
の
菩
薩
は
諸
法
は
水
中
の
月
の
ご
と
し

と
知
る
』
と
説
く
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
月
で
は
な
く
諸
法
が

「
心
水
」
に
映
る
の
で
あ
る
。
そ
の
様
相
を
「
水
中
の
月
」
で

間
接
的
に
例
え
て
い
る
。
よ
っ
て
、「
水
」
を
「
心
」
の
象
徴

と
み
な
す
認
識
は
、
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
の
「
水
中
の
月
」
は
、「
心

水
」
に
映
る
月
を
指
す
と
い
う
点
で
『
大
智
度
論
』
と
異
な
り
、
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「
心
水
」と
月
と
の
結
び
つ
き
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
坐
禅
の
普
及
に
は
、
天
台
の
智
顗
・
湛
然
ら
だ
け
で

は
な
く
達
摩
以
来
の
禅
の
伝
灯
を
受
け
継
ぐ
人
達
の
存
在
も
大

き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」

の
表
現
形
成
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
禅
宗
の
人
達
で
、

嵩
山
を
中
心
と
し
た
第
四
祖
道
信
、
第
五
祖
弘
忍
と
続
く
東
山

法
門
、
お
よ
び
そ
の
門
下
で
あ
り
北
宗
禅
の
祖
と
さ
れ
る
神
秀

と
そ
の
門
下
の
影
響
力
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
達
摩

の
伝
灯
を
受
け
継
ぐ
彼
ら
は
、
自
身
の
「
心
」
を
最
も
重
視
す

る
。
そ
の
禅
法
に
は
、
如
来
蔵
思
想
、「
定
」
と
も
深
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
、
彼
ら
に
関
係
す
る
著
作
か
ら
読
み
取
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
東
山
法
門
・
北
宗
禅
の
禅
法
を
解
説
す
る
『
楞
伽

師
資
記
』
か
ら
、「
水
中
の
月
」
に
関
わ
る
例
を
、
次
に
挙
げ
る
。

　
　

�

若󠄃
初
學
坐
禪
時
、
於
一
靜
處
、
直
觀
身
心
。
四
大
五
陰
、

眼
耳
鼻
舌
身
意
、
乁
貪
嗔
癡
、
若󠄃
善
若󠄃
惡
、
若󠄃
怨
若󠄃
親
、

若󠄃
凢󠄁
若󠄃
垩
、
乁
至
一
切
諸
法
、
應
當
觀
察
。
從
本
以
來
空

寂
、
不
生
不
滅
、
平
等
無
二
、
從
本
以
來
無
所󠄃
有
、
究
竟

寂
滅
、
從
本
以
來
淸
淨
解
脫
。
不
問
晝
夜
、
行
住
坐
臥
、

常
作
此
觀
、
卽
知
自
身
犹
如
水
中
⺼󠄃
、
如
鏡
中
像
、
如
熱

時
炎
、
如
空
谷
響
。
若󠄃
言
是
有
、
處
處
求
之
不
可
見
。
若󠄃

言
是
無
、
了
了
恆
在
眼
歬
。
諸
佛
法
身
皆
亦
如
是
。

（
若
し
初
学
に
し
て
坐
禅
せ
ん
時
は
、
一
の
静
処
に
於
い
て
、

直
に
身
心
を
観
ぜ
よ
。
四
大
・
五
陰
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・

意
、
及
び
貪
・
嗔
・
痴
、
若
し
く
は
善
、
若
し
く
は
悪
、
若
し

く
は
怨
、
若
し
く
は
親
、
若
し
く
は
凡
、
若
し
く
は
聖
、
乃な

い

至し

一
切
の
諸
法
ま
で
、
応ま

さ当
に
観
察
す
べ
し
。
本
よ
り
以こ

の
か
た来

空
寂

に
し
て
、
生
ぜ
ず
滅
せ
ず
、
平
等
無
二
な
り
、
本
よ
り
以こ

の
か
た来

所あ
ら
ゆ有

る
も
の
無
く
、
究
竟
じ
て
寂
滅
す
、
本
よ
り
以こ

の
か
た来

清
淨
に

し
て
解
脱
す
と
。
昼
夜
を
問
は
ず
、
行
住
坐
臥
に
、
常
に
此
の

観
を
作な

せ
ば
、
即
ち
知
る
、
自
身
の
猶
ほ
水
中
月
の
ご
と
く
、

鏡
中
の
像
の
ご
と
く
、
熱
時
の
炎
の
ご
と
く
、
空
谷
の
響
き
の

ご
と
く
な
る
こ
と
を
。
若
し
是
を
有
な
り
と
言
は
ば
、
処
処
に

之
を
求
む
る
も
見
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
是
を
無
な
り
と
言
は
ば
、

了
了
と
し
て
恒つ

ね

に
眼
前
に
在
り
。
諸
仏
の
法
身
も
皆
亦
是
く
の

ご
と
し
）

盛
唐
・
浄
覚
『
楞
伽
師
資
記
』
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こ
の
箇
所
で
は
、
第
四
祖
道
信
に
よ
る
初
歩
的
な
坐
禅
の
方
法

が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
坐
禅
を
通
し
て
、
身
心
を
観
察
し
、

心
を
空
寂
に
し
て
、
静
寂
な
心
に
至
る
こ
と
で
、
自
身
が
「
水

中
の
月
」
に
な
る
と
す
る
。
ま
た
、
そ
れ
を
「
了
了
と
し
て
恒つ

ね

に
眼
前
に
在
り
」
と
心
に
映
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
初
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
著
さ
れ
た
禅
に
関
す
る

著
作
へ
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、『
詩
格
』
に
お
け
る
「
水
中

の
日
月
」
の
表
現
形
成
の
基
底
に
は
、
当
時
の
文
人
達
に
普
及

し
た
、
東
山
法
門
・
北
宗
禅
門
下
を
中
心
と
す
る
禅
法
の
影
響

が
認
め
ら
れ
る
。
王
昌
齢
は
、
そ
の
よ
う
な
新
し
い
仏
教
思
想

を
、
作
詩
の
着
想
を
得
る
た
め
の
理
想
と
す
る
清
浄
な
境
地
へ

至
る
手
段
と
し
て
、創
作
理
論
に
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
水

中
の
日
月
」
は
、
風
景
描
写
の
着
想
を
得
る
た
め
の
理
想
と
す

る
清
浄
な
境
地
で
あ
り
、
目
指
す
べ
き
光
景
と
し
て
取
り
あ
げ

ら
れ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

結
語

　

以
上
こ
れ
ま
で
の
検
討
を
通
し
て
、『
詩
格
』に
み
ら
れ
る「
水

中
の
日
月
」
の
表
現
意
図
に
は
、
仏
教
思
想
と
深
い
関
係
に
あ

る
と
考
え
、
時
代
と
思
想
と
を
分
け
て
経
典
類
を
検
討
し
て
き

た
。
そ
れ
ら
の
検
討
か
ら
、「
水
中
の
月
」
に
は
、
大
き
く
三

つ
の
用
法
が
認
め
ら
れ
た
。
第
一
は
、
実
体
の
な
い
幻
の
象
徴

と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。
第
二
は
、
如
来
蔵
思
想
の
影
響
を
う

け
た
表
現
で
、
月
を
仏
性
の
象
徴
と
し
て
と
ら
え
る
用
法
で
あ

る
。
第
三
は
、「
心
」
を
「
水
」
と
み
な
す
「
心
水
」
の
用
法
で
、

清
浄
で
静
寂
な
「
心
水
」
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
月
が
照
ら
す
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
思
想
を
含
ん
だ
表
現
で
あ
る
。
用
法
の
成

立
過
程
か
ら
み
る
と
、
第
一
の
用
法
は
最
も
古
く
、
第
二
、
第

三
の
用
法
が
後
に
続
い
て
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
盛
唐
で

は
、
第
三
の
用
法
に
新
た
な
解
釈
が
み
ら
れ
る
経
典
が
漢
訳
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
第
二
・
三
の
思
想
を

重
視
し
た
の
が
、
東
山
法
門
・
北
宗
禅
の
人
々
と
そ
の
著
作
で

あ
る
。
初
唐
の
則
天
武
后
の
頃
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
、
彼
ら
は

皇
帝
に
国
師
と
し
て
信
任
さ
れ
中
央
の
官
人
と
の
結
び
つ
き
を
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深
め
た
時
代
が
続
い
た（

（1
（

。そ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
も
と
で
、『
詩

格
』
の
著
者
と
さ
れ
る
王
昌
齢
も
、
北
宗
禅
の
門
下
と
の
交
流

が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
特
に
当
時
広
ま
っ
た
禅
法
に
よ
る
瞑

想
を
、
詩
作
の
着
想
を
得
る
に
あ
た
っ
て
清
浄
な
静
寂
な
境
地

に
至
る
た
め
の
手
段
と
し
て
取
り
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
に

関
わ
る
表
現
や
語
彙
の
面
か
ら
み
て
、
北
宗
禅
と
関
わ
り
の
深

い
『
観
心
論
』『
楞
伽
師
資
記
』
の
表
現
や
語
彙
と
共
通
・
類

似
す
る
点
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
定
で
き
る
。

　

そ
し
て
、『
詩
格
』
の
「
水
中
の
日
月
」
の
表
現
に
関
す
る

先
行
研
究
に
お
い
て
、
仏
教
思
想
、「
仏
教
で
い
う
止
観
の
よ

う
な
立
場
」
に
基
づ
く
こ
と
、
あ
る
い
は
「
水
中
の
月
」
の
典

拠
と
な
る
経
典
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
は
、
そ
の
研

究
史
に
続
い
て
、
経
典
上
の
「
水
中
の
月
」
の
表
現
を
系
統
立

て
て
整
理
し
、
空
性
で
あ
る
幻
の
象
徴
と
し
て
の
「
水
月
」
か

ら
「
定
」
の
象
徴
と
し
て
の
「
水
中
の
日
月
」
へ
と
指
向
す
る

過
程
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
「
水
中
の
日
月
」
が
象
徴
す
る

内
容
と
は
、
創
作
に
臨
む
に
際
し
て
、
清
浄
で
静
寂
な
境
地
で

表
現
対
象
を
と
ら
え
る
こ
と
が
、
描
写
の
着
想
に
あ
た
っ
て
肝

要
だ
と
す
る
、
仏
教
思
想
と
結
び
つ
い
た
先
進
的
な
創
作
理
論

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
王
昌
齢
へ
の
北
宗
禅
の
影
響
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
研
究
史
に
お
い
て
、
本
稿
で
考
察
し
た
「
水
中
の
日
月
」

も
、
そ
の
表
現
の
基
底
に
北
宗
禅
の
禅
法
の
影
響
が
認
め
ら
れ

る
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る（
（1
（

。

［
注
］

　

本
稿
で
用
い
た
原
典
の
本
文
は
、
以
下
の
校
訂
本
文
を
利
用
し
た
。
な
お
、

書
き
下
し
文
は
私
に
書
き
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

『
文
境
秘
府
論
』

興
膳
宏
訳
注
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
六
年
。

『
楞
伽
師
資
記
』

柳
田
聖
山
『
初
期
の
禅
史
Ⅰ　

禅
の
語
録
2
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
。

『
観
心
論
』

韓
伝
強
『
禅
宗
北
宗
敦
煌
文
献
録
校
与
研
究
』
江
蘇
省
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
。

『
大
智
度
論
』『
般
若
灯
論
』『
維
摩
詰
所
説
経
』『
大
般
涅
槃
経
』『
宝
性
論
』『
摂

大
乗
論
釈
』『
大
乗
荘
厳
経
論
』『
大
日
経
』『
止
觀
輔
行
傳
弘
決
』

大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
大
蔵
出
版
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（
1
）
小
西
甚
一
『
文
鏡
秘
府
論
考　

研
究
篇
下
』（
第
四
章　

製
作
考
、
一�

創
作
お
よ
び
創
作
意
識
の
論
、（
二
）
王
昌
齢
の
詩
論
）、
大
日
本
雄
辯

會
講
談
社
、
一
九
六
一
年
。

（
２
）『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
。

（
３
）�

興
膳
宏
訳
注
『
弘
法
大
師
空
海
全
集
』
第
五
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
八
六
年
。

（
４
）
蘆
盛
江
校
考
『
文
鏡
秘
府
論
彙
校
彙
考
（
修
訂
本
）（
附
）
文
筆
眼
心

抄　

下
册
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
。

（
５
）
小
林
真
由
美
「
水
の
中
の
月　

―
―
『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
』
に
お
け
る

天
台
教
学
の
受
容
に
つ
い
て
―
―
」『
成
城
國
文
學
論
集
』
三
五
号
、

成
城
大
学
、
二
〇
一
三
年
。

（
６
）
華
士
奎
『
王
昌
齢
詩
歌
与
詩
学
研
究
』（
第
二
章　

王
昌
齢
両
体
裁
研
究
、

第
二
節
〝
五
古
名
家
〟、
二
、
王
昌
齢
五
古
的
佛
理
禅
意
、（
二
）　

王

昌
齢
、
五
、
古
佛
理
詩
的
芸
術
特
質
）、
江
西
人
民
出
版
社
、

二
〇
〇
八
年
。

（
７
）
小
稿
「
空
海
の
詩
文
に
お
け
る
「
境
」
の
理
念
」『
西
山
学
苑
研
究
紀
要
』

十
五
号
、
京
都
西
山
短
期
大
学
、
二
〇
二
〇
年
。

（
８
）
張
海
沙
は
、
王
昌
齢
の
作
品
に
、
南
宗
禅
の
祖
と
さ
れ
る
慧
能
の
『
壇

経
』
か
ら
の
影
響
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
慧
能
（
六
三
八
～

七
一
三
）
が
荷か

沢た
く

神じ
ん

会ね

（
六
七
〇
～
七
六
二
ま
た
は
六
八
〇
～

七
六
〇
）
に
顕
彰
さ
れ
る
ま
で
は
無
名
で
あ
り
、
神
会
の
存
在
が
官
僚

に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
は
安
史
の
乱
以
降󠄃
で
あ
り
、
加
え
て
王
昌
齢
は

そ
の
乱
の
最
中
に
没
し
て
い
る
。よ
っ
て
、筆
者
は
、安
史
の
乱（
七
五
五

～
七
六
三
）
以
前
ま
で
両
京
を
中
心
に
官
僚
と
結
び
付
い
て
い
た
北
宗

禅
の
門
下
か
ら
、
本
稿
で
論
じ
る
『
詩
格
』
に
お
け
る
仏
教
思
想
の
影

響
を
王
昌
齢
が
受
け
た
と
考
え
る
立
場
に
立
っ
て
い
る
。（
張
海
沙
『
初

盛
唐
佛
教
禅
学
与
詩
歌
研
究
』（
第
二
章
、
第
一
節
、
二
「
王
昌
齢
与

岑
参
的
詩
歌
意
象
与
禅
学
影
响
」
一
三
七
頁
）、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
）

（
９
）
田
中
良
昭
・
沖
本
克
己
・
他
訳
『
大
乗
仏
典
〈
中
国
・
日
本
篇
〉�

敦
煌

Ⅱ
』
第
十
一
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
。

（
10
）「
凡
」
の
字
に
つ
い
て
、
底
本
は
「
而
凡
天
」
の
字
に
作
る
の
を
、
宋
・

元
・
明
本
、
書
陵
部
本
、
聖
語
蔵
本
に
よ
り
「
凡
」
に
改
め
た
。

（
11
）「
翳
」
の
字
に
つ
い
て
、
底
本
は
「
曀
」
の
字
に
作
る
の
を
、
宋
・
元
・

明
本
、
書
陵
部
本
に
よ
り
「
翳
」
に
改
め
た
。

（
12
）
関
口
真
大
が
『
天
台
小
止
観
』
の
特
色
つ
い
て
、「
說
く
は
易
く
行
ず

る
は
難
し
と
誡
め
て
、
幽
玄
極
ま
り
な
い
止
觀
法
門
を
、
も
っ
ぱ
ら
初

心
初
學
の
規
矩
た
ら
し
め
ん
が
爲
に
、
坐
禪
の
行
法
を
中
心
と
し
、
あ

く
ま
で
實
際
に
卽
し
て
懇
切
に
指
導
し
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
最
も
顯

著
な
特
色
で
あ
る
」と
し
、宋
代
以
前
の
流
伝
の
広
さ
に
つ
い
て
は
、「
天

台
小
止
觀
が
華
嚴
、
起
信
家
に
於
い
て
全
く
わ
が
家
の
法
門
の
如
く
に

傳
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
天
台
小
止
觀
が
禪
宗
に
於
け
る
總
て
の
坐
禪

儀
の
基
本
と
な
つ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
天
台
宗
典
籍

の
内
で
天
台
小
止
觀
が
た
だ
獨
り
最
も
早
く
わ
が
國
に
將
來
せ
ら
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
同
じ
く
西
域
、
西
歐
に
も
こ
の
天
台
小
止

觀
が
獨
り
早
く
傳
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
あ
り
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
関

口
真
大
『
天
台
小
止
觀
の
研
究
』〈
第
一
篇
、
第
八
章　

天
台
小
止
觀

の
傳
承
と
そ
の
特
色
、
三　

流
傳
〉、
理
想
社
、
一
九
五
四
年
）

（
1（
）
北
禅
宗
及
び
そ
の
門
下
に
つ
い
て
は
、
篠
原
壽
雄
・
小
川
隆
の
詳
細
な

解
説
が
あ
る
。（
篠
原
壽
雄
「
北
宗
禅
と
南
宗
禅
」（
講
座
敦
煌
（
『
敦
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煌
仏
典
と
禅
』
大
東
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）・
小
川
隆
『
中
国
禅
宗

史�

「
禅
の
語
録
」
導
読
』（
第
四
章
、
一
「
初
期
の
禅
宗
」）、
筑
摩
書

房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、
二
〇
二
〇
年
。

（
1（
）
王
昌
齢
の
文
学
に
お
け
る
北
宗
禅
の
影
響
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、

黄
景
進
『
意
境
論
的
形
成　

─
─
唐
代
意
境
論
研
究
』（
第
三
章　

王

昌
齢
意
境
論
、
第
三
節　

佛
道
思
想
的
影
響
）
台
湾
学
生
書
局
、

二
〇
〇
四
年
が
あ
る
。
ま
た
、
王
昌
齢
の
詩
友
で
あ
る
王
維
と
北
宗
禅

と
の
影
響
関
係
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
陳
允
吉
『
唐
音
佛
教
辨
思

録
』（「
王
維
与
南
北
宗
禅
僧
関
係
考
略
」）
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
八
年
及
び
張
海
沙
『
初
盛
唐
佛
教
禅
学
与
詩
歌
研
究
』（
第
二
章
、

第
四
節
、
一
「
王
維
的
佛
教
禅
学
思
想
」）
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
〇
一
年
な
ど
が
あ
る
。
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